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種　類 内　容

自主避難
（各市町村で独自に行うもの）

・避難情報が発令される前に、自分の判断で安全な場所に避難することで
す。安全な場所とは、避難所だけではなく、知人や親戚の家などが含ま
れます。

避難準備
高齢者等避難開始

・要避難者や避難行動に時間を要する方が、計画された避難所への避難行
動を開始します。

・それ以外の方は、非常用持出品などの準備を開始します。

避難勧告 ・対象地域の居住者の生命・身体の保護を目的とし、安全な場所への避難
を促すものです。

避難指示（緊急）
・避難勧告よりも更に被害状況が切迫しており、すぐに避難しなければな

らない状況です。
・避難する時間的余裕がない場合は、生命を守るために最善の行動をしな

ければならない状況です。

避難所の様子 ( 多目的研修集会施設 )

※それぞれの避難行動で、自宅の２階や周囲の建物より比較的高い建物に避難する「垂直避難」も有効です。

※内閣府防災情報ウェブサイトから引用
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